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Abstract The Lepidoptera fauna from nests of three bird species, Wedge-tailed Shearwater Puffinus pacificus 
(Gmelin), Bulwer's Petrel Bulweria bulwerii (Jardine and Selby) and Blue Rock Thrush Monticola solitarius 
(Linnaeus), breeding in the Ogasawara Islands, Japan, was investigated for the first time. Four moth species were 
identified; three tineids, Praeacedes atomosella (Walker), Crypsithyris sp., Erechthias sp. and one crambid, Spoladea 
recurvalis (Fabricius). Pr. atomosella was recorded from Japan for the first time, and Crypsithyris sp. and Erechthias 
sp. were also found to be species unknown from Japan. The larvae of Pr. atomosella and Crypsithyris sp. might feed 
on feathers (keratin) in the nests, and those of Erechthias sp. on dead leaves. The larvae of S. recurvalis might intrude 
into the nests for pupation. The three bird species nests may provide preferable habitats for the moths as well as a 


food resource. 


Key words — Crypsithris sp., Erechthias sp., fauna, food habits, nest-dwelling, Praeacedes atomosella, symbiosis. 


は じ め に 


鳥類 の 巣 は , 巣 を 造っ た 鳥 以外 に 多く の 動物 が 繁殖 や 越 
冬 な どの 場 と し て 様々 に 利用 する こと が 知ら れ て いる 
(Nordberg, 1936; Woodroffe, 1953; Hicks, 1959, 1962; Whelan 
et al., 2008 ; 那須 , 20127 P). 欧米 で は 古く か ら 鳥 の 巣 
の 昆虫 相 の 調査 は 数 多く な され て きた が , 日 本 に お いて 
は , 市 街 地 に 生息 する スズ メ Psser montanus (Linnaeus), 
773 2 Hirundo rustica Linnaeus, コン アカ ツバ メス メ H. daurica 
Laxmann な ど が 中 心 で し か も 断片 的 な も の で あっ た ( 桐 
谷 , 1959; 富岡 ・ 中 村 , 2000 な ど ). 最近 , シジュウカラ 
Parus minor Temminck & Schlegel, ブフ クロ Ù Strix uralensis 
Palla, コウ ノ ト Y Ciconia boyciana Swinhoe} カリ ワウ 
Phalacrocorax carbo (Linnaeus) な ど 様 々 な 鳥類 の 巣 が 精力 
的 に 調査 され , 巣 内 に は 多く の 上 昆虫 が 生息 する こと (那須 
ら , 2010, 2012b, 2012c : Nasu et al., 2012 ; 八尋 ら , 2013 


* 現 在 : 180-0034 府中 市 住吉 町 1-29-9 NPO 法 人 バー ドリ サー チ 


gU), コウ ノ ト リ や カリ ワウ の 上 巣 で は 食物 連鎖 の 腐植 食 者 
か ら 始 まる 腐食 連鎖 が 見 られ る こと も わか っ て きた (那須 
Ò, 2012a : 八尋 ら , 2013). RO BSXIICAEBH A BREH 
内 の 清掃 者 と し て , 鳥類 に 相 利 共生 的 な 利益 を も る もたらす 
重要 な 役割 を 果たし て いる 可能 性 も 指摘 され て いる (Nasu 
et al., 2007, 2012). また , 鳥類 の 巣 に 特異 的 に 生息 する ア 
カマ ダラ ハナ ム グ Anthracophora rusticola Burmeister や 3 
ブナ シコ ブス ジコ ガ ネ 77ox nohirai Nakane と いっ た 甲虫 の 
存在 も 報告 され て きた GEM D, 2004; 佐藤 ら , 2006; 
Koshiyama et al., 2012 ; 稲垣 ・ 稲 垣 . 2007 : 稲垣 , 2008, 
2000. し か し , 日 本 に お ける 調査 は , 今 ま で 市 街 地 , E 
山 や 森林 で 繁殖 する 鳥 が 中 心 で , 海 島 や 水辺 で 繁殖 する 鳥 
の 巣 の 調査 は 那須 ら (2012b) と 八尋 ら (2013) の カワ リウ 
だ け で あっ た . 


今回 , 海洋 島 と し て 知ら れる 小 釜 原 諸島 で 繁殖 する 魚 食性 
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Fig 1. Map of the Ogasawara Islands. 


の 海鳥 の オナ ガミ ズ ナ ギド リ Puffinus pacificus (Gmelin) & F 
F FY Bulweria bulwerii (Jardine and Selby), お よび 小動物 
食性 の イソ ヒヨドリ Monticola solitaries (Linnaeus) O 3&1 & 
初め て 調査 し た と ころ , 巣 内 に ヒロ ズ コ ガ 科 な どの 幼虫 が 
数 多く 生息 する こと を 発見 し た . 羽化 成虫 を 検 対し た と こ 
5, 日 本 未 記録 の ヒロ ズ コ ガ 科 が 3 種 確認 で き . さら に ツ 
ト ガ 科 の 1 種 も 巣 を 利用 し て いる こと が 明らか に な っ た . 
本 論文 に お いて , これ ら 鱗 次 類 を 記録 する と と も に ., Apu 
の 食性 . 生息 環境 等 に つい て 考察 する . 


材料 お よび 方 法 

調査 は , 2012 — 2013 年 , 小 位 原 諸島 父島 列島 の 西島 と 南 
島 お よび 蟹 島 列島 の 媒 島 の 3 島 の 無人 島 (Fig. 1) の , 海岸 か 
ら 100m 以 内 に ある 海 島 の 集団 繁殖 地内 で お こ な っ た (Fig. 
2. 調査 し た 巣 は 。 オナ ガミ ズ ナ ギド リ に つい て は 西島 が 
27 巣 , 南島 が 22 巣 , 媒 島 が 9 巣 の 合計 58 巣 . アナ ドリ と イ 
ソ ヒ ヨド リ に つい て は それ ぞ れ 南島 の 1 巣 で あっ た (Table 
ly オナ ガミ ズ ナ ギド リ と アナ ドリ は 5 一 11 月 頃 , イソ ヒ 
ョ ヨド リ は 3 7 月 頃 に 繁殖 する . いずれ の 巣 も 岩場 や コウ 
ライ シバ を 中 心 と する 草地 か ら 構 成 さ れる 開放 地 に お い 








Figs 2-4. Study site and bird nests. 2: study site, Minami-jima 
Island, the Ogasawara Islands. 3, 4: nests of Wedge-tailed 
Shearwater. 


T, 岩 の 下 や くぼみ の 中 . ある い は 土 中 に 掘ら れ た 巣 穴 の 
中 に , コウ ライ シバ な どの 植物 を 敷き つめ て 造ら れ て お り . 
ABD 2 VEDELE A P238 5 TU (Figs 3, 4). 

目視 で 確認 し た ヒロ ズ コ ガ 科 の 幼虫 ケー ス と 土 貢 お よび 巣 
材 の 一 部 を 採集 し . 幼虫 ケー ス に つい て は , 明らか に 羽化 
後 と わか る も の . 古く て 傷ん だ も の も 採集 し た . BHOR 
殖 へ の 影響 を 最小 限 に 抑え る た め , 原則 的 に 繁殖 が 終了 し 
た か , また は 途中 で 放棄 し た 巣 を 対象 と し た . た だ し , 一 
部 の 巣 で は 雛 が 十分 に 成長 し 育 雛 放棄 の 可能 性 が 低い と 考 
えら れ た た め , 巣 内 に 雛 が いる 状態 で 採集 おこなっ た . 
この 場合 は , 巣 材 の 一 部 を 取り 出し , 幼虫 ケー ス 等 を 採集 
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Figs 5-15. Lepidoptera in the bird nests. 5: tineid larval cases (right: Praeacedes atomosella, left: 
Crypsithyris sp.). 6-9: Pr. atomosella (6: larva, 7: cocoon and protruded pupal skin, 8: adult, 9: 
male genitalia, lateral). 10-12: Crypsithyris sp. (10: larva, 11: cocoon and protruded pupal skin, 
12: adult). 13: Erechthias sp., adult. 14, 15: Spoladea recurvalis (14: pupa, 15: adult). 


し た 後 , 巣 材 を 巣 に 戻し た . 採集 し た も の は , 夏期 は クー 
ル 宅 急便 で それ 以外 の 時 期 は 普通 宅急便 で 大 阪 ま で 送付 
L, 25C, 自然 日 長 の 恒温 人 益 内 で 飼育 し た . 羽化 調査 は 飼 
育 開始 1 ヶ月 後 ま で お こ な っ た . 

羽化 標本 は , 大 阪 府立 大 学 の 昆虫 学研 究 室 に 保管 され る . 


結果 
(1) オ ナガ ミズ ナギ ドリ 


西島 , 南島 , 媒 島 の 58 巣 の 内 54 巣 か ら 選 平 な 紡 氏 形 の 幼 
虫 ケ ー ス ( 長 &5-12mm, Figs 5 (right), 6, 7) が 556 個 , 37 
巣 か ら 扇 平 な 8 の 字形 の ケー ス (長き 5-10mm, Figs 5 (left), 
10,11) が 362 個 見 つか り , 前 者 の ケー ス か ら ヒ ロ ズ コ ガ 科 








の ナン ヨウ ヒロ ズ コ が ガ ( 新 称 ) egcedey atomosella (Walker) 
(Fig. 8) が 34 個 体 . 後者 か ら ヒ ロ ズ コ ガ 科 の Crypsithris 
sp.(Fig. 12) が 5 個体 羽化 し た (Table 1). 媒 島 の 9 巣 か ら は 
Crypsithris sp. の 幼虫 ケー ス は 見 つか ら な か っ た . 西島 の 1 
巣 か ら は 幼虫 の ケー ス は 見 つか ら な か っ た が ,. ヒロ スズ コガ 
科 の Erechthias sp. (Fig. 13) が 3 個体 羽化 し た (Table 1). 媒 島 
の 2 巣 か ら は 土 芳 (長き 13-15mm. Fig. 14) が 3 個 発見 され 
た が , この 葵 か ら は ツ ト ガ 科 の シロ オビ ノメイガ 5po/ggeg 
recurvalis (Fabricius) が 1 個体 羽化 し た (Fig. 15). 


(2) ア ナド リ 


南島 の 1 巣 か ら , 紡 氏 形 の 幼虫 ケー ス が 41 個 , 8 の 字形 が 2 
個 発見 され . 前 者 か ら ナ ン ヨ ウ ヒ ロ ズ コ ガ が 11 個 体 羽化 し 
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Table 1. Number of Lepidoptera from three bird species nests in the Ogasawara Islands. 


Tineidae Crambidae 






































Bird Locality Nest Collected date 
Praeacedes atomosella Crypsithyris sp. Erechthias sp.  Spoladea recurvalis 
9 Dec. 12, 2012 101* (8)** 71 (1) 
Nishi-jima Is. 4 Mar. 14, 2013 32 (6) 33 (0) 
14 Jul. 25, 2013 110 (4) 133 (0) 0 (3) 
Puffinus pacificus 
10 Mar. 15, 2013 190 (7) 75 (2) 
Minami-jima Is. 
12 Jul. 26, 2013 107 (9) 50 (2) 
Nakodo-jima Is. 9 Jul. 21,2013 16 (0) ases (1) 
Bulweria bulwerii | Minami-jima Is. 1 Nov. 12, 2013 41 (11) 2 (0) 
Monticola solitarius Minami-jima Is. 1  Jul.26,2013 5(0) 


* Larval cases; ** ( ): moths emerged; *** soil cocoons. 


た が , 後者 か ら は 羽化 し な か っ た (Table 1). 8 の 字形 の ケー 
ス は , その 形状 か ら オ ナガ ミズ ナギ ドリ の 上 巣 か ら 羽 化し た 
Crypsithris sp. と 同種 と 判断 し た . 


(3 イソ ヒヨドリ 


南島 の 1 巣 か ら , 紡 氏 形 の 幼虫 ケー ス が 35 個 得 られ た が , 3] 
化し な か っ た (Table 1). Z O$5SEIEO7 — Aii, その 形状 
か ら オ ナガ ミズ ナギ ドリ , アナ ドリ の 上 巣 か ら 羽 化し た ナン 
ヨウ ヒロ ズ コ ガ と 同種 と 判断 し た . 


X o* 


今 ま で に オナ が ガ ミズナギドリ お よび アナ ドリ の 巣 か ら の 昆 
EDRR, オナ ガミ ズ ナ ギド リ に 近 縁 な ハシ ボソ ミ 
AX FU Puffinus tenuirostris (Temminck) と マン クス ミズ 
ナギ ドリ P puffinus (Brünnich) O3&2^ Ò (X 7. 3 %8 (Parapsyllus 
属 , Ornithopsyllal&) の 記録 が イソ ヒヨドリ の 巣 か ら は 
シラ ミ バ エ 類 (Ormithoica 属 ) が ある だ け で あっ た (Hicks, 
1959, 1962). 今回 の 調査 は , 巣 内 の 鱗 麹 類 に 関す る 調査 が 
主 で あっ た た め , 前 記 の よう な 寄生 性 昆虫 は 対象 と し な 
か っ た . 本 論文 は , 今回 調査 し た 3 種 の 鳥類 の 巣 か ら の 鱗 
MIO, か つ 小 笠原 諸島 の 鳥類 の 巣 か ら の 喝 虫 の 初め て の 
記録 で ある . 


PAE LARARE L TORE 


(1) ナ ン ヨ ウ ヒ ロ ズ コ ガ (ヒロ ズ コ ガ 科 ヒロ ズ コ ガ 亜 科 ) 
(Figs 5 (right), 6-9) 


成虫 お よび 交尾 器 の 形態 に お いて , Robinson and Nielsen 
(1993) が 図示 し た Praeacedes g7oose//g の も の と 一 致し た の 
C, 本 種 と 同定 し た . 本 種 は 世界 中 の 熱帯 域 に 分 布 す る 種 
で (Robinson and Nielsen, 1993), 日 本 未 記録 種 で ある . 


成虫 (Fig. 8) の 前 麹 開 張 は 9-13mm, 前 次 は 暗 褐色 , 細か い 


斑 模 様 を も つ . 交尾 器 (Fig. 99 は ウン クス と グ ナ ト ス が 発 
XL, 非常 に 長い エ デ ア グ ス , それ に ほぼ ば 同 長 の カリ ナ ・ 


ペニス お よび 非常 に 長い サッ クス を も つ . WERI- 
ス の 末端 を 草 あ る い は 飼育 ケー ス に 付着 させ , 羽化 時 に は 
上 嗣 の 前 半 部 ほど が 突出 し た (Fig. 7). 本 種 は 昆虫 死骸 な どの 
キチ ナン 質 を 摂 食す る と 推 宗 きれ て いる (Zimmerman, 1978; 
Robinson and Nielsen, 1993) が , 室内 の 壁 や クロ ゼット か ら 
も 幼虫 が 発見 され て お り , ハト の 糞 か ら 幼 虫 が 見 つか っ た 
と いう 報告 も ある (Zimmerman, 1978). 今回 調査 し た 巣 に 
は キチ ン 質 は 確認 で き な か っ た が ., 本 種 は 巣 内 に ある 羽毛 
な どの ケラ チン 質 や 人 糞 な ど を 摂 食し て いた 可能 性 が ある . 


オナ ガミ ズ ナ ギド リ の 巣 か ら , 3 月 , 7 月 お よび 12 月 に 採集 
し た 幼虫 ケー ス か らい ずれ る も 羽化 し て お り , 羽化 消長 に 季 
節 的 な 違い は 認め られ な か っ た (Table 1). 


(2) Crypsithyris sp. (ヒロ ズ コ ガ 科 ヒロ ズ コ ガ 亜 科 ) (Figs 5 
(left), 10-12) 


成虫 お よび 交尾 器 の 形態 か ら Crypsithyris 属 と 考え られ る 
が , 日 本 産 の 既知 種 (Sakai and Saigusa, 2002; 坂井 , 2013) の 
いずれ に も 該当 し な い 種 で ある っ た た め , ここ で は 未 同 定 種 
と し て 扱う . 


成虫 (Fig. 12) の 前 麹 開 張 は 約 10mm, 前 次 は 暗 褐色 で , 中 
央 部 に 半 透 明 絞 と 黒点 を も つ . 羽化 時 に は 映 頭 部 が 突出 す 
る だ け で あっ た (Fig. 11). 本 種 の 詳し い 食性 は 不明 で ある 
が , 本 属 の 種 は 地 衣 類 . コウ モリ の 糞 , 羽毛 (Robinson and 
Nielsen, 1993), 昆虫 の 死骸 や 枯葉 (坂井 , 2013) ERT 
る た め , 本 種 は 巣 内 の 羽毛 な どの ケラ チン を 摂 食 し て いた 
か も し れ な い . 


(3)Erechthias sp. (ヒロ ズ コ ガ 科 ツマ オレ ガ 亜 科 ) (Fig. 13) 


羽化 し た 個体 の 前 次 先端 が 上 に 折れ 曲がっ て いる こと お よ 
び 交 尾 器 の 形態 か ら , Erechthias 属 と 判断 し た が , 日 本 産 
の 既知 種 (Moriuti and Kadohara, 1994; 広渡 ら , 2012: 坂井 , 
2013) の いずれ に も 該当 し な い 種 で あっ た た め , ここ で は 
未 同定 種 と し て 扱う . 
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成虫 (Rig. 13) の 前 麹 開 張 は 約 10mm, 前 次 は 淡 褐 色 で , いく 
つか の 黒 斑 を 有 し , BERRE, 本 種 の 食性 は 不明 で ある 
が , 本 属 の 多く の 種 は 枯れ た 植物 を 摂 食す る (Robinson and 
Nielsen, 1993; 坂井 , 2013) た め , 本 種 も お そら く 菓 材 の 植 
物質 を 摂 食し て いた も の と 思わ れる . 


(4 シロ オビ ノメイガ ( ツ ト ガ 科 ノ メイ ガ 亜 科 ) Figs 14, 15) 


本 種 は 北半球 お よび オー スト ラリ ア に 広く 分 布 する 種 で , 
小笠 原 諸島 か ら も 記録 きれ て いる (竹内 ・ 大 林 , 2006). 
本 種 の 幼 昌 は ホウ レン ソウ , フ ダ ン ソ ウ な どの 野菜 類 の 害 
虫 と し て 著名 ( 吉 安 , 2011) T, 小笠原 で は ヒ ユ 属 や オラ 
ンダ ミミ ナグ サ を 摂 食し て いる 記録 が ある (竹内 ・ 大 林 , 
2006). 本 種 は 生 の 植物 を 摂 食す る た め , 巣 材 の 枯れ 草 を 
食べ て いた と は 考え に くく , 菓 内 に は 遇 化 の た め に 侵入 し 
た と 推察 され た . 


今回 確認 で きた ナン ヨウ ヒロ ズ コ ガ は 熱帯 域 に 広く 分 布 す 
る 種 で , Crypsithyris J& E Erechthias 属 も 分 布 域 は 熱帯 域 が 
中 心 で ある (Robinson and Nielsen, 1993). シロ オビ ノメイガ 
は 東シナ海 上 で 採集 され , 恒常 的 な 長 距 離 移動 性 が 示唆 さる 
れ て いる 世界 的 な 広域 分 布 種 で ある dx 201). これ 
ら は , いずれ も 熱帯 域 に 分 布 す る か ある い は 分 布 の 中 心 を 
も つ 種 で , 小笠 原 諾 島 の 鱗 贅 類 相 の 特徴 の ー つ と し て 熱帯 
の 広域 分 布 種 , 特に ミク ロ ネ シ ア と の 関係 が 強い 種 が 含ま 
れる と 指摘 され て いる (神保 , 2011) が , 今回 の 結果 も そ 
れ を 裏付け る も の で ある . 


ナン ヨウ ヒロ ズ コ ガ は 3 島 で 調査 し た 3 種 の 鳥 の 巣 に , 
Crypsithyris sp. も 2 島 の 2 種 の 鳥 の 巣 に 発生 し て お り , 採集 
Sq dr —A)04 2^5, 小笠 原 諸島 の 海 島 な どの 上 巣 
に 普通 に 発生 し て いる 種 で ある と 考え られ る . 媒 島 か ら は 
Crypsithyris sp. の 発生 が 確認 で き な か っ た が , この 理由 と 
し て 本 種 が 元々 分 布 し な い の か 人 簿 か と いっ た 詳細 は 不明 で 
ある . 採集 し た ナン ヨウ ヒロ ズ コ ガ と Crypsithyris sp. の 幼 
虫 ケ ー ス 数 に 比べ て 羽化 数 が 非常 に 少な い が , これ は 羽化 
後 の 古 い ケ ー ス も 区 別 な く 採 集 し た こと , さら に , 小 釜 原 
諸島 の 父島 か ら 飼育 を 行っ た 大 阪 ま で ケー ス を 運搬 する の 
に 日 数 が か か り , その 間 温 度 条件 な ど が 悪く 途中 で 死亡 し 
た 幼虫 が 多く な っ た 結果 か も し れ な い . 


鱗 凌 頻 幼 虫 の 生息 環境 と し て の 海 島 の 上 巣 


多く の 鳥 の 巣 に は 羽毛 な どの ケラ チン な ど を 扱 食し て いる 
ヒロ ズ コ ガ 科 の Monopis 属 や Niditinea 属 の 種 が 普通 に 生食 
し て いる (Nordberg, 1936; Woodroffe, 1953; Hicks, 1959, 1962; 
IAD, 2012c : Nasu et al., 2007, 2012) が , 今回 の 調査 で 
は 発見 で き な か っ た . Monopis 属 の マエ モン クロ ヒロ ズ コ 
Ji Monopis longella (Walker) は 小 筐 原 諸島 の 父島 に お いて イ 
T È I Felis catus (Linnaeus) 03€ 2^ 513 5 Yu C 33 (那須 ら , 
200), 父島 に 分 布 し て いる に も 関わ ら ず , 今回 確認 で き 
な か っ た . この 理由 は 不明 で ある が , 原因 と し て 調査 し た 
西島 と 南島 と いっ た 父島 近海 の 小さ な 無人 島 に は 元々 分 布 
し て いな いか , ある い は 岩場 や 草地 だ け の 海岸 の よう な 環 
境 は 本 種 の 生息 に 不適 な の か も し れ な い . 


今回 の 調査 地 は , 亜熱帯 の 荒天 時 な ど に は 海水 の 影響 を 直 
接 受 ける 海 沿い の 草原 や 岩場 で 構成 され る 乾燥 し た 開放 地 
だ っ た が , 対象 の 鳥 の 巣 は 岩下 や 地 中 な ど に 造ら れ た も の 
で あっ た . この た め , 巣 内 は 直射 日 光 が 当 た ら ず , BUR 
の 影響 も 直接 受け に くい た め , 高温 や 乾燥 な ど に さら され 
に くく 比較 的 温 湿度 が 安定 し た 環境 と な っ て いた 可能 性 が 
ある . 


この よう な 海 島 の 巣 は , 鱗 次 類 に 対し て 単に 食物 を 提供 し 
て いる だ け で な く , 生息 に 好適 な 環境 と し て 機能 し て い 
る か も し れ な い . 実際 , 亜寒帯 に 属す る 南半球 の マリ オン 
島 で 繁殖 する ワタ リア ホウ ドリ Diomedea exulans (Linnaeus) 
は 冬期 地表 に マウ ンド 状 の 巣 を 造る が , 営巣 期間 中 親鳥 が 
巣 に と ど ま る こと に よっ て , 巣 内 は 巣 外 よ りゃ 温度 が 5$C 
高く 保 た れ , 巣 内 に 生息 する ヒロ ズ コ ガ 科 の Przzg/eop/ggg 
marioni (Smith and Steenkamp) の 発育 に 有利 に 働く と され て 
いる (Sinclair and Chown, 2006). 小 筐 原 諸島 で は カツ オド 
1) Sula leucogaster (Boddaer)) も オナ ガミ ズ ナ ギド リ な ど と 
同様 の 環境 で 築 殖 し て いる が , 本 種 は 草地 の 地上 に 営巣 
L, 営巣 形態 が 大 きく 異な る た め , 巣 内 環境 も 異な る と 考 
えら れる . 今後 , 巣 内 の 温 湿 度 の 調査 や , 営巣 形態 の 異な 
る 海 島 の 巣 で の 調査 を お こ な う こと で , 鱗 交 類 の 生息 条件 
お よび 鱗 次 類 に 対す る 鳥 の 巣 の 役割 を 明らか に する 必要 が 
ある . 


オナ ガミ ズ ナ ギド リ の 巣 か ら は , 多く の 鱗 次 類 が 得 ら れ た 
こと か ら , 鳥 は 鱗 凌 類 に 生息 地 を 提供 し て いる こと が 明 ら 
か に な っ た . し か し , その 一 方 で 同じ 集団 繁殖 地内 で あっ 
て も , ナン ヨウ ヒロ ズ コ ガ や Cpps 太 yy sp. の 生息 が 見 ら 
れ な い 上 巣 も あっ た . 鳥類 の 巣 は , 同一 種 内 で あっ て も 営巣 
に 利用 する マイ クロ ハビ タッ ト , 巣 を 構成 する 巣 材 , 営巣 
場所 の 温 湿度 な ど に 個体 差 が ある . この よう な 微 環境 の 人 違 
OJ, 鮮 厄 類 の 生息 密度 や 種 構成 の 巣 間 差 に 影響 を 与え て 
いる 可能 性 が ある . この た め , 種 閥 差 だ け で な く 海 島 の 巣 
内 環境 に 関す る 種 内 変異 も 考慮 する 必要 が ある だ ろう . 


BR 


本 研究 の 一 部 は , JSPSTHSIBIZER 3E ADC 24 - 7628)33 
よび 文部 科学 省 科 学研 究 費 (25241025) に よっ て お こ な わ れ 
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Summary 


The Lepidoptera fauna from nests of three bird species, Wedge-tailed 
Shearwater Puffinus pacificus (Gmelin), Bulwer s Petrel Bulweria 
bulwerii (Jardine and Selby) and Blue Rock Thrush Monticola 
solitarius (Linnaeus), breeding in the Ogasawara Islands, Japan, 
was investigated for the first time. These nests were under rocks on 
ledges or in burrows beneath the ground, and were composed of dead 
leaves and feathers. Four moth species were identified: three tineids, 
Praeacedes atomosella (Walker), Crypsithyris sp. and Erechthias 
sp., and one crambid, Spoladea recurvalis (Fabricius), from nests of 
the shearwater; Pr. atomosella and Crypsithyris sp. from the petrel; 
Pr. atomosella from the thrush. Pr. atomosella was recorded from 
Japan for the first time, and Crypsithyris sp. and Erechthias sp. were 
also found to be species unknown from Japan. The larvae of Pr. 
atomosella and Crypsithyris sp. might feed on feathers (keratin) in 
the nests, and those of Erechthias sp. on dead leaves. The larvae of 
S. recurvalis were presumed to have entered the nests for pupation, 
since they feed on fresh vegetables. The nests of the three bird 
species may be stable in temperature and humidity conditions 
because they are sheltered from direct sunlight, wind and rain. The 
nests may provide preferable habitats for some lepidopteran species 
as well as a food resource. 
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